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１．本取扱説明書で使用している警告及び注意事項と約束事について 

    本マニュアルでは、機器を安全に使用していただくため、絶対にしないでいただきたいことや注意して 

    いただきたいこと、その他重要事項の説明には、次のような表示を付けています。 

    これらの表示の箇所は必ずお読みいただき厳守してください。 

 

 警告 

  

 注意 

 

 

２．安全に関するご注意 

 
 

３．適用範囲 

    本製品は、シヤチハタ製 TAT金属印に適用する。 

     本製品は、予告なく仕様変更される場合があります。 

 

４．問い合わせ先 

      〒451-0021   名古屋市西区天塚町４丁目６９番地 

         シヤチハタ株式会社    営業開発課 

       TEL ０５２－８５６－２６２１   FAX ０５２－８５６－５８１３ 

      

取り扱いを誤った場合に、作業者が重傷を負う恐れのある警告事項が書かれています。 

安全に使用していただくために、必ずこの警告事項をお守りください。 

 

取り扱いを誤った場合に、障害を負う恐れや物的障害が発生する恐れのある注意事項が書かれて

います。安全に使用していただくために、必ずこの注意事項をお守りください。 

 

警告 

注意事項に記載している内容は、機器の操作・保守において、特に注意を払う項目です。 

これらの注意事項を守らない場合は、作業者や装置に重大な危害を生じることがあります。 

必ずその指示に従って取り扱って下さい。 

 



 

4 

 

５．仕様 

５-１  概要 

 

 

５-２  部品一覧 

 

 

 

 

５-３  部品ユニット構成 

部 品 品 名 品 番 

ユニット部 TAT 金属印ユニット TSUT-GFQMN 

アタッチメント TAT 金属印ユニット用アタッチメント TSUT-GFQMN-PAT 

スタンプ部 TAT 金属印 9号 GFQMN-9CA、GFQMN-9CSA 

TAT 金属印 12 号 GFQMN-12CA、GFQMN-12CSA 

TAT 金属印 15 号 GFQMN-15CA、GFQMN-15CSA 

インキ TAT 金属印対応の TAT インキ インキ色：黒、赤、藍、緑、紫、白など 

 

 

 

 

 

 

No. 品 名 仕 様 

1 複動形エアーシリンダ CKD 製(SCPD3-L-00-16-60) 

2 ワンタッチ継手 適用チューブ径φ4.0 

3 ベース アルミニウム 

4 リニアガイド SSEB10G-115 

5 スライダー アルミニウム 

6 スペーサー 黄銅 

7 シリンダブラケット ステンレス 

8 ストッパー スチール 

9 ホルダ 1 アルミニウム 

10 ホルダ 2 アルミニウム 

11 蝶ボルト スチール 

12 アタッチメント ポリアセタール 

13 TAT 金属印 詳細仕様による 

本製品は、TAT金属印用の自動捺印ユニットです。 

複動形エアーシリンダを備えており、エアー供給の切り替えのみで連続捺印が可能です。 
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５-４  機能及び基本スペック 

No. 項目 仕様 

１ 外形寸法 詳細は 5-6 外観図による 

２ 総重量 9 号…約 484g 

12 号…約 491g 

15 号…約 500g 

３ 製品取付け方法 M5 ボルト 2箇所止め 

４ 動作方式 複動形エアーシリンダ 

５ 使用エアー圧力 0.1～0.2Mpa 

６ 組付け可能製品 シヤチハタ製 TAT 金属印 9号、12 号、15 号 

７ 連続捺印回数 インキ補充なしで 1,500 回（参考値） ※TAT 金属印ユニットの仕様による 

８ その他 本商品はスピードコントローラーが必須となります。 

（高圧力がかかると、製品寿命が短くなります） 

オプションにて下記センサスイッチ（CKD製）を取り付けることが可能です。 

ﾘｰﾄﾞ線 

ｽﾄﾚｰﾄﾀｲﾌﾟ 

ﾘｰﾄﾞ線 

L 字ﾀｲﾌﾟ 
接点 

電圧 
表示 

ﾘｰﾄﾞ

線 AC DC 

T0H T0V 

有接点 

● ● 1色表示 2 線 

T5H T5V ● ● 表示灯

なし 

T2H T2V 

無接点 

- ● 
1色表示 

2 線 

T3H T3V - ● 3 線 

T2WH T2WV - ● 
2色表示 

2 線 

T3WH T3WV - ● 3 線 

 

センサのﾘｰﾄﾞ線長さは 1ｍ、3ｍ、5ｍの中から選定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５-５  環境条件 

環境 条件 

周囲温度 5～40℃ 

雰囲気 腐食性ガス、爆発性ガス、塵埃のないこと、結露なきこと 

 

 

 

 

 

※ 連続捺印条件 

 捺印対象物：PET フィルム 

 インキ：M-99N白 

 捺印サイクル：*45 秒/回 

 試験環境： 気温 20℃  湿度 65％ 

 捺印状態： 垂直下向き捺印 

※ 印面の内容、ご使用するインキ、使用環境によって、連続印字ができる回数は変わります。 
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５-６  外観図 

   

 A B C 

TAT 金属印ユニット 9 号 90 64 34 

TAT 金属印ユニット 12 号 93 65 32 

TAT 金属印ユニット 15 号 94 66 32 
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６．空気圧回路接続例及びブロック図例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ブロック図例】 

【空気圧回路接続例】 

お客様側のｼｽﾃﾑ 

（5 ﾎﾟｰﾄ電磁弁） 

（ｴｱｰｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ） 

（2 位置ﾀﾞﾌﾞﾙ） 

お客様側のｼｽﾃﾑ 

 

Ｐ 

Ａ 

Ｂ 

Ｒ 

Ｒ 

(TAT 金属印 

ユニット) 

（ｽﾋﾟｰﾄﾞｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ） 

（ﾌｨﾙﾀ） 

（ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ） 

ｾ ﾝ ｻ ｽ ｲ ｯ ﾁ

（別売） 

ｴｱｰ 

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ

ﾚｷﾞｭﾚｰﾀ ﾌｨﾙﾀ 
5 ﾎﾟｰﾄ 

電磁弁 

PLC 等 

ｽﾋﾟｰﾄﾞ 
ｺﾝﾄﾛｰﾙﾊﾞﾙﾌﾞ 

TAT 金属印 

ユニット 
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７．据付け 

手順 図 説明 

1 

 

TAT 金属印の上部キャップを取り外します 

※工具は必要なく、手で回転させると外せ

ます 

2 

 

外した TAT 金属印の上部キャップにアタッ

チメントを取り付けます 

※使用する工具は「対辺3.0mmの六角レン

チ」です 

3 

 

アタッチメントを取り付けると、左図のように

なります 

4 

 

アタッチメントを取り付けたキャップを TAT

金属印に取り付けます 

5 

 

蝶ボルトを 2本緩めます 
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6 

 

TAT 金属印ユニットを奥まで差し込み、蝶

ボルトを 2 本締めます 

 
7 

 

M5 ボルト 2本にて締め付けてください 

※使用する工具は「対辺4.0mmの六角レン

チ」です 

 

TAT 金属ユニットのセット位置は、TAT 金

属印先端と捺印対象物の間が 

TAT 金属印 9号の場合は約 34mm 

TAT 金属印 12 号の場合 

は約 32mm 

TAT 金属印 15 号の場合は約 32mm 

になるようセットし、捺印テストを実施してく

ださい 

 

その後捺印結果を参考に M5 ボルトにて高

さ調整を行い、問題なく捺印できる位置に

微調整してください 

 

８．TAT 金属印の保存方法 

 

注意 

蝶ボルトは左右均等に締めて下さい。 

TAT 金属印が斜めに取付き正常に捺印できない可能性があります。 

注意 

長時間(5 時間程度)ご使用にならない場合には、TAT 金属印を本ユニットから取外してアルミ袋に

入れ保管してください。 

奥まで差込む 
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9．インキの補充方法 
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10.カートリッジの交換方法 
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11.白色系インキの注意事項 

白色系インキは白色顔料を配合しており、通常の顔料に比べてきわめて比重が大きく沈降しやすいため、お

取り扱いの状況によっては印面が目詰まりを起こし、性能が回復しなくなりますので、ご使用の際には必ず

以下の点にご注意ください。 

 

① ご使用方法 

品質、性能を維持するために、捺印作業をしない日も必ず毎日捨印を１０回程度行ってください。 

ご使用後はすぐに TAT 金属印をアルミ袋に入れてチャックをしっかりと閉めてから横置きで保管してくださ

い。 

② インキ補充 

補充インキボトルの底に白色顔料が沈殿していますので、キャップをしたままよく振って、インキが均一に

なるまで混ぜ合わせてからお使いください。 

キャップを開ける際はインキが飛び散るおそれがありますので、容器を強く押さえないでください。 

インキ補充後はスライド部を確実に伸ばした状態で３０分程度立てて静置した後、必ずアルミ袋に入れて、

横置きで保管してください。 

注意 

ご使用回数が少ないにもかかわらず印影が薄く（印影が水っぽい感じ）なってきた場合、印面が目

詰まりを起こしています。このような状態になりますとインキ補充を行っても印影は回復せず、修理

不可能となります。繰り返しインキ補充されますとインキ漏れを起こして衣服等を汚す恐れがあり

ますのでお止めください。 

白色系インキは紙・布・革等浸透しやすい対象物に捺印されますと、印影が判読できませんので

ご注意ください。 

上記以外のご使用による品質、性能の変化につきましては、当社では責任を負いませんので必ず

上記の仕様方法をお守りください。 
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12.溶剤の塗布方法 

 


